
上空から見た久慈白糖工場跡（赤丸付近）周辺上空から見た久慈白糖工場跡（赤丸付近）周辺

　黒糖の生産は，江戸時代を通じて薩摩藩の重要な財源でした。ところが，幕末期　黒糖の生産は，江戸時代を通じて薩摩藩の重要な財源でした。ところが，幕末期に
こくとうこくとう

黒糖の価格が下落し，の価格が下落し，

藩は経済的な打撃を受けます。この状況を改善するため，藩は黒糖生産の中心地であった奄美大島に藩は経済的な打撃を受けます。この状況を改善するため，藩は黒糖生産の中心地であった奄美大島に「
はくとうはくとう

白糖

工場」の建設を計画し工場」の建設を計画し，
 く  じ く  じ

久慈（
 せ  と うちちょう せ  と うちちょう

瀬戸瀬戸内町）のほか）のほか，
かね くかね く

金久（
あま み  し  な  ぜあま み  し  な  ぜ

奄美市名奄美市名瀬）・
 せ どめ せ どめ

瀬留（
たつごうちょうたつごうちょう

龍郷龍郷町）・
 す  こ す  こ

須古（
 う けんそん う けんそん

宇検宇検村）

の４か所を選定します。これらの施設は，建材に輸の４か所を選定します。これらの施設は，建材に輸入
れん がれん が

煉瓦やトタンやトタン・
ぎょうかいがんきりいしぎょうかいがんきりいし

凝 灰凝 灰岩切岩切石等を使用し，蒸気機関によるを使用し，蒸気機関による

洋式機械を導入するなど，当時としては最先端のものでし洋式機械を導入するなど，当時としては最先端のものでし

た。なかでも久慈の工場は，煙突７本・建物の規模がた。なかでも久慈の工場は，煙突７本・建物の規模が

90ｍ×27ｍ（２階建）とい90ｍ×27ｍ（２階建）という
 い よう い よう

威容を
ほこほこ

誇る大規模なものでる大規模なもので

あったといわれています。あったといわれています。 （２ページに関連記事）
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　平成28年 10月 22日（土）

に
おおしまぐん せ  と うちちょう

大島郡瀬戸内 町 にある
 く  じ はくとうこうじょうあと 

久慈白糖工 場 跡 で現地説

明会が開催されました。当

日は天気に恵まれ，10 月

下旬にもかかわらず気温が

30℃近くに上昇しましたが，多くの見学者が訪れ，薩摩藩が手がけた大プ

ロジェクトの一端を感じていました。

　県立埋蔵文化財センターでは，幕末から明治期の産業遺産の実態を解明

するために，平成 27年度から「かごしま近代化遺産調査事業」に取り組ん

でいます。久慈白糖工場跡の発掘調査も，

この事業の一環として行われ，奄美大島に

ある白糖工場の最初の本格的な調査となり

ました。

　
てんぽう

天保年間（1830 ～ 1844）に奄美大島を領地とする薩摩藩は，黒糖による

収入が藩の重要な財源となります。しかし，
 わ さんぼん

和三盆などの国産の上質な砂

糖が
たいとう

台頭し，次第にその地位が低下します。

　1851（
 か えい

嘉永 4）年に
しま づ なりあきら

島津斉彬 は白糖製造を命じ，成功しましたが，大量

生産ができなかったことや斉彬の死去により本格的な生産をするまでには

至りませんでした。1863（
ぶんきゅう

文 久 3）年に奄

美大島に白糖工場の建設が計画され，スコッ

トランド人商人のグラバーが請け負いまし

た。アイルランド人技師のウォー

トルスが建築や機械全般の設置や

整備を担当し，白糖製造について

はマッキンタイラーが指導にあた

りました。

　久慈白糖工場は 1867（
けいおう

慶応 3）

年に完成し，白糖の製造は順調に

スタートしたようですが，燃料不

足や台風による被害などにより５年で廃

止となり，1871（明治 4）年にはその短

い歴史に幕を下ろすこととなりました。

　今回の調査で，方形と円形の煉瓦構築

物が見つかりました。円形のものは
えんとつ

煙突の
 き  ぶ

基部である可能性もありま

すが，壁の厚みが煉瓦の長い部分の 1 個分しかないことから，高さが

18m あったとされる煙突を支えるには厳しいのではと考えられます。

両方がどのような使われ方をしていたのかは，今後詳しく検討してい

く必要があります。

　また，イギリスで生産されたとされる

煉瓦も見つかりました。「STEPHENSON」

「COWEN」とある
こくめい

刻銘は，煉瓦工場の名前

ではないかといわれています。

上空から見た調査区上空から見た調査区上空から見た調査区 方形と円形の煉瓦構築物方形と円形の煉瓦構築物方形と円形の煉瓦構築物

見つかった煉瓦見つかった煉瓦見つかった煉瓦

煉瓦の出土状況煉瓦の出土状況煉瓦の出土状況

調査開始前の様子調査開始前の様子調査開始前の様子

石垣の説明石垣の説明石垣の説明

煉瓦構築物の説明煉瓦構築物の説明煉瓦構築物の説明

遺物の説明遺物の説明遺物の説明

　東九州自動車道の建設に伴う発掘調査を

行っている鹿屋市の
 こ まき

小牧遺跡で，12月10日（土）

に現地説明会が開催されました。

　今年度 2 回目の現地説明会となり，前回

（9 月）はおもに中世の集落跡の紹介でした

が，今回は中世の集落跡の下から発見された，縄文時代

後期（約 4,000 年前）の
さい し

祭祀などを行った集落跡に
しょうてん

焦点をあてたものとなりました。

　天気に恵まれ多くの見学者が訪れました。順路の各ポイントで説明を聞いたり，
いしざら

石皿や土器等の遺物を

カメラに収めたりして，約 4,000 年前の情景に思いをはせた様子でした。

　今回の調査で，焼けた
 か こうがん

花崗岩製の石皿を割り，地面に立てた状態の遺構が 17 基，割れた石皿といくつ

かの丸い
れき

礫で構成された集石遺構が 9 基発見されました。また，それらの近くに竪穴住居跡や
 ど こう

土坑が多数

分布しており，中央部の石皿を利用した
はいせき

配石遺構を竪穴住居跡群が取り囲むような集落の構造があったと

考えられます。

　調査範囲から焼けた土が発見されていないことから，焼けた石皿は別の場所で焼いてから持ち寄り，立

てた状態で埋めるという
 ぎ れい

儀礼・祭祀を行っていたのではと考えられます。また，石皿の材料である花崗岩

も遺跡から直線距離で約 30 ㎞離れた
きもつきちょう

肝付 町 の
くに み だけ

国見岳周辺のものと同じで，海や川を利用して運んできた

のではないかと考えられます。

　配石遺構は，縄文時代中期から後期のものは全国的にみられ，墓や祭祀に関連するものとされています。

その中でも，石皿を伴う配石遺構は主に九州でみられることから地域性の強い儀礼・祭祀遺構と考えられ

ますが，小牧遺跡で見つかった配石遺構群を持つ集落遺跡は全国に例がありません。

　この遺跡ではこれまでに，指宿式土器や
せっけん

石剣の破片と考えられる石製品，
せきぞく

石鏃，
いしさじ

石匙，
せきすい

石錘などが多数

発見されており，その中で代表的なものを紹介した展示室内は，それぞれの遺物に関して質問する方も多

く，熱気に包まれていました。

竪穴住居跡竪穴住居跡竪穴住居跡

石皿石皿石皿
石皿石皿石皿

石皿と礫でできた集石石皿と礫でできた集石石皿と礫でできた集石石皿を立てた遺構石皿を立てた遺構石皿を立てた遺構土坑土坑土坑

石皿の説明石皿の説明石皿の説明 住居跡の説明住居跡の説明住居跡の説明 遺物の説明遺物の説明遺物の説明配石遺構の説明配石遺構の説明配石遺構の説明

見学コースの様子見学コースの様子見学コースの様子



　今年度，発掘調査が行われた，県立

埋蔵文化財センターと (公財 )埋蔵

文化財調査センターの発掘調査成果

の一部を紹介します。

県立埋蔵文化財センターの発掘調査…

（公財）鹿児島県文化振興財団

埋蔵文化財調査センターの発掘調査
…
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　河内山鉱山跡は，指宿市池田に所在し，池田湖の約３km

北側に位置します。1899（明治 32）年から 1943（昭和 18）

年まで金や銀の採掘をしていた鉱山で，遺跡周辺には南西側に
おおたに

大谷鉱山，

北西側に
はなかご

花籠鉱山，北東側に
いわひら

岩平鉱山がそれぞれ
りんせつ

隣接し，近代の鉱山が

集中する地域となっています。
 
 発掘調査は，5月から9月

までの 5か月間行われ，鉱

山
 か どう

稼働時のものと考えられ

る石垣が多数検出されまし

た。本遺跡最大の石垣は，
ざんぞんはば

残存幅 20.03ｍ，高さ最大 5ｍになります。

　また，当時
まつ

祀られていた
ほこら

祠 の
 き だん

基壇である可能性が高い
いしぐみ

石組遺構が 2 組検出されました。

～
か わ ち やまこうざん

河内山鉱山跡 ( 指宿市 ) ～

黄金を目指して

発掘現場見学（指宿市立池田小）発掘現場見学（指宿市立池田小）発掘現場見学（指宿市立池田小）

円形の石組遺構円形の石組遺構円形の石組遺構方形の石組遺構方形の石組遺構方形の石組遺構

石垣石垣石垣

　春日堀遺跡は，志布志市
ありあけちょうふつはら

有明町蓬原に所在し，
ひし だ

菱田川右岸の標高約 30ｍの
 か がんだんきゅう

河岸段丘上

に位置しています。平成 26 年度からの調査で，縄文時代早期（約 9,500 ～ 7,800 年前）

と古墳時代（約 1,600 ～ 1,400 年前）の人々の生活跡が発見されました。とりわけ今年度の調査では，

縄文時代早期の遺構が良好な状態で検出されました。そのうちの 2例を紹介します。

　まず竪穴住居跡です。地層の断面を観察する壁のおかげで，5m×4m の四角い竪穴の周囲に，直径７m

程度の浅く円形に掘られた部分をみつけることができ，2段の竪穴になっていることが分かりました。

　次に
れんけつ ど こう

連穴土坑（
くんせい

燻製等を作った調理施設）を紹介します。今年度の調査で，連穴土坑が広い範囲で見

つかりました。その中に，同じ時代と考えられる連穴土坑 2基の一部が，重なり合って発見されました。

どんな事情があって，同じ所に作られたのでしょうか。

　他にも，集石遺構や落とし穴等の遺構も見つかっています。今後も，発見される遺構が増えてくるこ

とが予想されます。遺構一つひとつの調査はもちろんのこと，遺跡全体を見て，発見された遺構同士を

関係づけて考えることによって，当時の人々の生活をより
せんめい

鮮明に感じることができるでしょう。

～
か す が ぼり

春日堀遺跡 ( 志布志市 ) ～

どんな生活をしていたのでしょう

調査終了後の住居跡全景調査終了後の住居跡全景調査終了後の住居跡全景竪穴の掘込みのようす竪穴の掘込みのようす竪穴の掘込みのようす住居跡の発見状況住居跡の発見状況住居跡の発見状況

重なり合った連穴土坑の断面重なり合った連穴土坑の断面重なり合った連穴土坑の断面 左側の連穴土坑左側の連穴土坑左側の連穴土坑 右側の連穴土坑右側の連穴土坑右側の連穴土坑

　川久保遺跡は，鹿屋市
くし らちょうほそやま だ

串良町細山田に所在し，旧石器時代から中近世までの遺構・遺物

が発見されている複合遺跡です。

　縄文時代早期では，
 む

蒸し焼き調理をした跡である集石遺構約 130 基や小型のナイフと考えられる
いしさじ

石匙

が発見されました。

　弥生時代では，イネの
 
ほ つみ ぐ

穂積具と考えられる
いしぼうちょう

石庖 丁 が出土しました。

　古墳時代では，竪穴住居跡約50基が検出されました。竪穴住居跡48号

では，多くの土器片が住居跡内から出土しました。周辺にも竪穴住居跡

があるため，当時の人が居住しなくなった後に土器を
はい き

廃棄したものと考

えられます。また，
てつぞく

鉄鏃や
てっ ぷ

鉄斧等の鉄製品も出土しており，それらを製

作したと考えられる
 か  じ

鍛冶関連の遺

構も見つかっています。遺構内か

らは強い熱を受けた際の
しょうど

焼土や鉄

を加工した際に出る
てっさい

鉄滓，
 か  じ  ろ

鍛冶炉

の底に
 た 

溜まった鉄滓などが確認さ

れています。

　中世では，土坑墓が４基検出さ

れました。右下の写真の土坑墓は，

170×100 ㎝の大きさで，北側には
はく じ

白磁（中国製陶磁器）が
おさ

納められ

ていました。

　このように，本遺跡では各時代

の貴重な遺構・遺物が多数発見さ

れており，今後の研究の貴重な資料になると考えています。

～
 かわ  く    ぼ

川久保遺跡 ( 鹿屋市 ) ～

旧石器時代から続く人々の営み

集石遺構集石遺構集石遺構 集石遺構集石遺構集石遺構 石匙石匙石匙

石庖丁石庖丁石庖丁

住居跡内から出土した土器住居跡内から出土した土器住居跡内から出土した土器住居跡の全景住居跡の全景住居跡の全景

鉄滓鉄滓鉄滓 鍛冶炉跡鍛冶炉跡鍛冶炉跡

土坑墓土坑墓土坑墓

白磁白磁白磁



  当センターの見学は，土曜・日曜・祝日・年末年始を

除き，毎日午前９時～午後５時まで，入館料は無料です。

　なお，当センターのホームページは，鹿児島県（http://www.pref.kagoshima.jp/）または，上野原縄

文の森(http://www.jomon-no-mori.jp)からお入りください。
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　鹿児島（鶴丸）城跡では，平成

26 年度から，鶴丸城跡保全整備事

業の一環として発掘調査を行って

いますが，これまでに多くの成果

が得られています。平成28年 12月

3日（土）に現地説明会，2週間後の 17 日（土）に「かごしま遺跡フォーラム 2016」を開催し，今までの

調査で明らかになってきた鹿児島（鶴丸）城の魅力を多くの方々に伝えることができました。

橋掛り跡橋掛り跡橋掛り跡

北東側石垣北東側石垣南西側石垣南西側石垣 北東側石垣南西側石垣

井堰井堰井堰

井堰井堰井堰

石垣石垣石垣

兵具所跡兵具所跡兵具所跡

天文観測室跡天文観測室跡天文観測室跡

①①

①①

②②

②②

③③

③③

③③

④④

④④

⑤⑤

⑤⑤

⑥⑥

⑥⑥

　能舞台の　能舞台の「
はしがかはしがか

橋掛り」跡を確認しましたり」跡を確認しました。
おんきょうおんきょう

音響効果を高める効果を高める

ために，床面は溝状ために，床面は溝状で
しっくいしっくい

漆喰を敷き固めていました。を敷き固めていました。

　

うちぼりうちぼり

内堀から
そとぼりそとぼり

外堀へ流れる水の量を調節するためのものと考えらへ流れる水の量を調節するためのものと考えら

れるれる「
 い せき い せき

井堰」を確」を確認しま認しました。した。

　
 ぶ  ぐ ぶ  ぐ

武具類を保管する類を保管する「
ひょうぐ しょひょうぐ しょ

兵具所」跡と 1927（昭和 2）年に」跡と 1927（昭和 2）年に建てら建てら

れた第七高等学校造士館時代の「天文観測室」跡を確認しました。れた第七高等学校造士館時代の「天文観測室」跡を確認しました。

　城の中に水　城の中に水が
 た た

溜まらないようにするために，石垣まらないようにするために，石垣に
 そ そ

沿って排って排

水溝水溝が
めぐめぐ

巡っていました。っていました。

　
あんきょはいすいこうあんきょはいすいこう

暗渠排水暗渠排水溝や「
ばんしょばんしょ

番所」跡が確認され」跡が確認され，
 ご ろうもん ご ろうもん

御楼御楼門の基礎部の基礎部分がど分がど

のような構造になっていたかがわかりました。のような構造になっていたかがわかりました。

　西南戦争時のものと考えられる銃弾・砲弾　西南戦争時のものと考えられる銃弾・砲弾の
こんせきこんせき

痕跡が確が確認され認され

ました。ました。

　能舞台の「
はしがか

橋掛り」跡を確認しました。
おんきょう

音響効果を高める

ために，床面は溝状で
しっくい

漆喰を敷き固めていました。

　
 ぶ  ぐ

武具類を保管する「
ひょうぐ しょ

兵具所」跡と 1927（昭和 2）年に建てら

れた第七高等学校造士館時代の「天文観測室」跡を確認しました。

　

うちぼり

内堀から
そとぼり

外堀へ流れる水の量を調節するためのものと考えら

れる
 い せき

井堰」を確認しました。

　城の中に水が
 た

溜まらないようにするために，石垣に
 そ

沿って排

水溝が
めぐ

巡っていました。

　
あんきょはいすいこう

暗渠排水溝や「
ばんしょ

番所」跡が確認され，
 ご ろうもん

御楼門の基礎部分がど

のような構造になっていたかがわかりました。

　西南戦争時のものと考えられる銃弾・砲弾の
こんせき

痕跡が確認され

ました。


